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大規模小売店舗の立地に起因する渋滞が大きな問題となっており，また大規模小売店舗立地後には周辺

での交通事故発生件数が増加していることから，交通環境の悪化が問題となっている．本研究は，大規模

小売店舗の交通環境悪化の要因の一つである路外駐車場出入口の構造に着目し，栃木県宇都宮市を対象に

その構造の実態把握と駐車場出入口付近での事故発生状況の分析を行った．その結果，駐車場出入口の多

くは隅切り相当の余裕幅がなく，入出庫車両の円滑な走行に支障を来している可能性があることを示した．

さらに駐車場出入口付近の交通事故は，その多くが隅切り相当の余裕幅のない出入口付近で発生しており，

他の駐車場出入口構造に比べ交通事故発生リスクも高いことを明らかにした． 
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1. はじめに 

 

(1) 研究の背景と目的 

我が国では，2000年に大規模小売店舗立地法（以下大

店立地法）が施行されて以降，全国各地で店舗の新設が

続いており，特に大型商業施設の立地に起因する交通渋

滞は全国で大きな問題となっている．そうした現状を踏

まえ，国土交通省は商業施設の立地による渋滞について

対策の強化を検討している１)．  

商業施設の交通円滑化を目的とした研究はこれまでに

多くなされているが，その多くは店舗外部である周辺道

路に関するものが殆どであり，店舗内部である駐車場や

店舗内部と外部の境界である駐車場出入口に着目した研

究は非常に少ない．しかしながら駐車場出入口付近では

入出庫のために複雑な交通挙動が発生しており，駐車場

出入口が渋滞の発生要因となっていることが考えられる． 

また，複雑な交通挙動が発生することで駐車場出入口

付近では多数の交通事故が発生しており2)，駐車場出入

口の安全性の確保も課題となっている． 

そこで本研究では，駐車場出入口の構造に着目し，駐

車場出入口の構造についての実態調査と出入口の交通挙

動の評価を行う．また駐車場出入口付近で発生した交通

事故のデータを基に，駐車場出入口構造別の事故発生状

況について考察を行う．以上2つの分析より，安全かつ

円滑な駐車場出入口の構造についての提案を行うことを

本研究の目的とする． 

 

(2) 既存研究のレビュー 

 本研究に関連する既存研究として，古屋ら 2)は，全国

での沿道施設の駐車場への入出庫の際の公道で発生する

交通事故の発生件数の実態把握と，つくば地域における

沿道施設の駐車場への入出庫の際の交通事故について，

個別の詳細分析を行っている．全国的に駐車場出入口付

近は特に出会い頭や右左折時の事故が多いことを明らか

にした．またつくば市を対象としたミクロ的分析では，

二輪車との接触が大きな割合を占め，大半が人的要因に

よるものであるが，植栽や塀などの視界不良によるもの

もあることを明らかにした． 

 岡村ら3)は，千葉県内に新設された店舗面積50,000㎡

を超える3箇所の大規模店舗を対象に，立地前後の交通
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事故の発生状況について分析している．その結果周辺道

路では事故が増加する傾向があるが，駐車場出入口につ

いては，入出庫が原因となる事故は少ないことを明らか

にした．これは，研究対象とした駐車場出入口では，安

全対策が行われているからだとしている． 

 高橋ら 4)は，駐車場出入口の問題発生構造について，

実証的に検証を行っている．駐車場出入口付近での渋滞

発生問題については，必ずしも駐車場の容量不足による

ものではなく，出入口周りの導線処理がスムーズにでき

ないことや場内移動の導線処理がスムーズにできないな

ど様々な要因，因果連鎖によって生じることを明らかに

している． 

 駐車場出入口に着目した研究としては以上のものが挙

げられるが，いずれも駐車場出入口の構造に着目した分

析はなされていない． 

 

 

2. 駐車場出入口構造の実態把握 

 

(1) 調査方法 

本研究では栃木県宇都宮市を研究対象地域とし，2016

年時点で宇都宮市内に立地する大規模小売店舗(店舗面

積 1,000㎡以上の商業施設)115店舗を対象とする． 

 

表-1 駐車場出入口調査項目 

 
 

駐車場出入口の構造調査については，大規模小売店舗

の新設・変更届出書内の資料を参考にしつつ，主たる出

入口を対象にGoogle社の提供する衛星画像並びにストリ

ートビュー画像を用いて調査を行った．調査項目を表-1

に示す．また 115店舗の調査結果から，出入口構造は表

-2に示す 5つにグループ化できた． 

 

(2) 調査結果 

 115 店舗の出入口構造の分類結果を図-1に示す．また

歩道切り下げ幅（歩道なしを除く）と出入口幅の調査結

果を図-2，図-3に示す．出入口に面する道路に歩道があ

る場合，一般的な出入口構造は歩道乗り入れ型(段差あ

り)であり，出入口の歩道と車道の境界に段差のないも

のは少数派であった．また，両方向出入口の歩道切り下

げ幅は概ね7m以上確保されている一方で，7m以下，中

には 6m 以下の狭隘な歩道切り下げ幅な出入口も存在す

ることがわかった．  

 

 
図-1 出入口構造の調査結果（N=115） 

 

図-2 歩道切り下げ幅の調査結果 

 

図-3 出入口幅の調査結果 

表-2 出入口構造の分類 

調査項目 調査内容
出入口構造 別途表-2に示す5項目

出入口方向
出入り口が両方向(入出庫可能)か片方向
(入庫あるいは出庫のみ)のどちらか

前面道路種別
国道(直轄)、国道(指定区間外)、県道、市
道の4項目

前面道路車線
数

出入り口に面する道路の車線数をカウント
(中央分離帯がある場合は店舗にアクセス
できる側のみの車線数をカウント)

前面歩道幅員
出入り口となっている歩道の幅員を測定
(図面および衛星写真より測定)

歩道切り下げ
幅

出入り口へ走行可能な歩道の切り下げ幅
を測定

出入口幅
歩道と駐車場の境界における出入り可能
な幅を測定

付加車線有無
駐車場へのアクセスのために整備された
付加車線(右左折車線)の有無

植栽有無
駐車場出入口前後10m以内の歩道上にあ
る植栽の有無

第 58 回土木計画学研究発表会・講演集



3 

図-4 歩道乗り入れ型の段差有無と歩道切り下げ幅の関係性 

図-5 出入口構造別の出入口幅と歩道切り下げ幅の差 

図-6 隅切り相当の余裕幅のない駐車場出入口の例 

一般的な街路が 6mであることを考えると，このよう

な出入口は相互の交通に支障を来している可能性が考

えられる．両方向出入り可の歩道乗り入れ型の切り下

げ幅について見ると(図-4)，段差ありについては半分

以上が8m以下である．加えて図-5に出入口幅と歩道切

り下げ幅の差（出入口幅-歩道切り下げ幅）を示した．

これらの図から分かる通り，歩道乗り入れ型では出入

口幅と歩道切り下げ幅がほぼ同じか歩道切り下げ幅の

ほうが狭いという実態になっている．これは一般道同

士の交差点に見られるような隅切りがない状態であり，

このような出入口は図-6 の例に示すように，内輪差の

影響により入出庫がスムーズにできないなど支障を来

している可能性があり，円滑な交通流を阻害している

と考えられる．宇都宮市内の実態調査から，大規模小

売店舗の駐車場出入口構造が円滑な交通流を阻害して

いる可能性があることがわかった． 

3. 出入口構造と交通事故発生の関係性

(1) 分析データについて

本研究では平成 24年度から平成 28年度の間に栃木県

宇都宮市内で発生した交通事故統計データを用いる．

本研究では統計データから，宇都宮市内の大規模小売

店舗駐車場出入口付近前後 10m 以内で発生した交通事

故を抽出した．表-3 に駐車場出入口付近の事故発生状

況について，事故類型と衝突地点でまとめた． 

表-3 駐車場出入口付近の事故発生状況   

歩道 路側帯
非分離
道路

第一
通行帯

第二
通行帯

右折
車線

登坂
車線

車道
異通行

歩道
異通行

その他 総計

対面通行中 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 3
背面通行中 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2
横断歩道 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2 4
横断中 0 1 6 9 0 0 0 0 0 8 24
路上停止中 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1
その他 1 0 0 0 0 0 0 0 0 8 9
正面衝突 0 0 0 4 0 0 0 0 0 2 6
追突（進行中） 0 0 1 19 3 0 0 0 1 0 24
追突（その他） 3 0 16 173 73 2 0 1 0 7 275
出会い頭 19 0 4 23 8 0 0 4 1 14 73
追い越し時 0 0 1 4 4 0 0 0 0 0 9
すれ違い時 1 0 0 2 1 0 0 0 0 0 4
左折時 11 2 2 4 0 0 1 1 1 1 23
右折直進 0 0 1 5 1 0 0 2 0 0 9
右折時 1 0 0 4 0 0 0 1 0 2 8
その他 2 0 3 17 7 1 0 2 0 43 75
電柱 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1
工作物その他 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5
転倒 9 5 1 1 0 0 0 0 0 2 18
その他 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 3

53 8 37 270 97 3 1 11 3 93 576

衝突地点

人
対
車
両

車
両
相
互

事故類型

車
両
単
独
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抽出した結果，5 年間に駐車場出入口付近で 576 件の事

故が発生していた． 

駐車場出入口付近では，車両相互（自転車を含む）

の事故が多数を占めており，人対車両の事故はかなり

少ないことがわかった．また最も多いのは追突（その

他）×第一通行帯である．警視庁の解説 5）によると追

突（その他）は 停止中の車両に追突した事故である．

事故原票からは駐車場入出庫が直接的な原因であると

いう特定はできないため，前方の信号待ち行列に駐車

場出入口付近で追突した事例も含まれているが，駐車

場出入口付近は入出庫によって交通流が滞ることが多

いことが要因の一つと考えられる．なお表中の登坂車

線で事故件数が1件とあるが，当該地点には登坂車線が

ないため集計ミスであると考えられる． 

表-4 駐車場出入口構造別×事故類型 

表-5 駐車場出入口構造別×衝突地点 

(2) 駐車場出入口構造と交通事故発生分析

続いて駐車場出入口構造と交通事故発生状況につい

て分析を行う．表-4 には駐車場出入口構造別と事故類

型での事故発生件数について，表-5 には駐車場出入口

構造別と衝突地点の事故発生件数を示した．

駐車場出入口周辺の事故は，歩道乗り入れ型（段差

あり）が最も事故件数が多く，その中でも追突（その

他）が半分以上を占めている．また，衝突地点も第一

通行帯が最も多いことから，段差のある出入口の場合，

入出庫時の車速度が他の出入口構造に比べて落ちやす

く，後続車両の追突リスクが増加するためと考えられ

る． 

 さらに表-6 には出入口幅と歩道切り下げ幅の差と衝

突地点からみた事故発生件数を，表-7には事故類型 

表-6 駐車場出入口構造別×事故類型 

表-7 駐車場出入口構造別×事故類型 

対面通行中 2 1% 0 0% 1 1% 0 0% 0 0%
背面通行中 1 0% 0 0% 1 1% 0 0% 0 0%
横断歩道 1 0% 2 2% 1 1% 0 0% 0 0%
横断中 11 3% 6 5% 4 6% 1 4% 2 6%
路上停止中 1 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%
その他 3 1% 1 1% 4 6% 0 0% 1 3%
正面衝突 0 0% 5 4% 1 1% 0 0% 0 0%
追突（進行中） 15 5% 6 5% 2 3% 1 4% 0 0%
追突（その他） 176 55% 51 40% 31 45% 7 26% 10 32%
出会い頭 42 13% 16 13% 8 12% 3 11% 4 13%
追い越し時 4 1% 1 1% 2 3% 1 4% 1 3%
すれ違い時 1 0% 2 2% 0 0% 0 0% 1 3%
左折時 11 3% 6 5% 5 7% 1 4% 0 0%
右折直進 8 2% 1 1% 0 0% 0 0% 0 0%
右折時 4 1% 1 1% 1 1% 1 4% 1 3%
その他 33 10% 21 17% 5 7% 8 30% 8 26%
電柱 1 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%
工作物その他 1 0% 3 2% 0 0% 1 4% 0 0%
転倒 5 2% 4 3% 3 4% 3 11% 3 10%
その他 2 1% 1 1% 0 0% 0 0% 0 0%

人

対

車

両

車

両

相

互

車

両

単

独

事故類型

総計

(段差あり)
歩道乗り
入れ型

(段差なし)
歩道乗り
入れ型

歩道
巻き込
み型

交差点
型

歩道
なし

322 127 69 27 31

衝突地点

歩道 24 7% 15 12% 7 10% 5 19% 2 6%
路側帯 1 0% 1 1% 3 4% 1 4% 2 6%
非分離道路 22 7% 7 6% 7 10% 0 0% 1 3%
第一通行帯 158 49% 54 43% 31 45% 11 41% 16 52%
第二通行帯 68 21% 16 13% 8 12% 5 19% 0 0%
右折
専用車線

2 1% 0 0% 1 1% 0 0% 0 0%

登坂車線 1 0% 0 0% 0 0% 0 0% 0 0%
異通行帯
車線

4 1% 6 5% 0 0% 0 0% 1 3%

異通行帯
歩道

2 1% 0 0% 1 1% 0 0% 0 0%

その他 40 12% 28 22% 11 16% 5 19% 9 29%
総計

歩道巻
き込み
型

交差点
型

歩道
なし

322 127 69 27 31

(段差あり)
歩道乗り
入れ型

(段差なし)
歩道乗り入

れ型

衝突
地点

-5m
以

-5～
-4m

-4～
-3m

-3～
-2m

-2～
-1m

-1～
0m

0～
1m

1～
2m

2～
3m

総計

歩道 4 2 2 1 2 8 21 3 1 44
路側帯 1 0 2 0 0 1 1 0 0 5
非分離
道路

0 1 1 2 2 4 12 1 3 26

第一
通行帯

6 0 9 6 13 33 96 22 6 191

第二
通行帯

4 0 0 7 6 17 36 8 1 79

右折専
用車線

0 0 0 0 0 0 1 2 0 3

異通行
帯車両

0 0 0 1 0 3 0 2 2 8

異通行
帯歩道

0 1 0 0 0 1 0 0 0 2

その他 4 3 5 4 8 17 23 3 67
総計 19 7 19 21 31 84 190 41 13 425

出入り口幅-歩道切り下げ幅

-5m
以下

-5～
-4m

-4～
-3m

-3～
-2m

-2～
-1m

-1～
0m

0～
1m

1～
2m

2～
3m

総計

対面通行
中

0 0 1 1 0 0 1 0 0 3

背面通行
中

0 0 1 0 0 0 1 0 0 2

横断歩道 0 0 0 1 0 2 0 0 0 3
横断中 1 0 2 0 3 1 8 0 2 17
路上停止
中

0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

その他 1 0 1 0 0 1 3 1 0 7
正面衝突 0 0 1 0 0 4 0 0 0 5
追突

（進行中）
1 1 1 1 2 3 4 3 1 17

追突
（その他）

4 1 7 13 12 35 96 26 3 197

出会い頭 1 3 1 1 5 14 25 4 3 57
追い越し
時

1 0 0 1 1 1 2 0 0 6

すれ違い
時

0 0 0 1 0 0 2 0 0 3

左折時 1 0 0 0 2 5 6 2 0 16
右折直進 0 0 0 1 0 3 3 0 2 9
右折時 1 0 1 0 1 0 3 1 0 7
その他 4 2 1 0 4 14 25 4 1 55
工作物
その他

1 0 0 0 0 0 4 0 0 5

転倒 3 0 2 1 0 1 5 0 1 13
その他 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2

19 7 19 21 31 84 190 41 13 425

出入り口幅-歩道切り下げ幅

人

対

車

両

車

両

相

互

車

両

単

独

総計

事故類型
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からみた事故発生件数を示した．なおいずれも出入り

方向は両方向のみ，歩道なし型を除いた事故に限定し

ている．この表から分かる通り，事故発生件数は出入

口幅と歩道切り下げ幅の差が-1ｍ以上の場合に集中して

いる．また人対車両に分類される事故はそのほとんど

が-1m以上である．図-5に示すような隅切り相当の余裕

幅のない出入口の場合，円滑な交通流が阻害されるだ

けでなく，交通事故発生リスクが急増することが明ら

かになった． 

6. おわりに

本研究によって得られた知見は次のとおりである． 

1) 宇都宮市を対象とした調査では，大規模小売店舗

の駐車場出入口は，歩道乗り入れ型（段差あり）

が過半数を超える．またその多くが一般道路の交

差点でいう隅切り相当の幅がなく，円滑な交通流

に支障を来している可能性がある． 

2) 駐車場出入口付近の交通事故は，人対車両の事故

は少なく，その殆どが車両相互の事故である．ま

た歩道乗り入れ型（段差あり）が最も交通事故発

生件数が多い． 

3) 駐車場出入口付近の交通事故は，その多くが隅切

り相当の余裕幅のない駐車場出入口付近で起きて

いる．よって大規模小売店舗の駐車場出入口の多

くは交通事故発生リスクが高く，安全性い問題が

あると考えられる． 

 よって，大規模小売店舗の駐車場出入口など入出庫

交通流の多い出入口の場合，安全かつ円滑な駐車場出

入口の構造とするためには，出入口幅に対し歩道切り

下げ幅を 2ｍ以上余裕をもたせ，隅切り相当の余裕幅を

設けた出入口にすることが必要である．  

 今後の課題として，今回分析した要素の他に，出入

口周辺の交通量や混雑度も考慮した分析を行う余地が

ある．また本研究で分類した駐車場出入口の構造別に，

駐車場出入口の車両挙動を詳細に分析する必要がある

と考えられる． 
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